
栃木県公共事業事前評価 自己評価書【県土整備部 道路事業】 

事 業 の 概 要 担当課：道路整備課 

事業名 快適で安全な道づくり事業 
事業 

主体 
 栃木県 

事業箇所 
（仮称）一般県道 竜

りゅう

舞
まい

足利
あしかが

線 山下町
やましたちょう

工区 

足利
あしかが

市山下町
やましたちょう

～五十部町
よ べ ち ょ う

 

事業の目的、事業発案の経緯・背景  

（仮称）一般県道竜舞足利線は、群馬県太田市を起点とし、足利市中心部に至る幹線道路であり、本事業箇

所は都市計画道路3・5・106号７丁目大前線の一部として都市の骨格を担う道路である。 

現在、足利市の中心市街地では、主要な交差点を中心に慢性的な交通渋滞が発生しているため、物流などの

産業、経済活動及び観光振興に支障をきたしており、また、第三次救急医療機関である足利赤十字病院へのア

クセス性も低くなっていることから、足利市ではこれらの課題解消に向け、（仮称）足利スマートＩＣ（令和

４年９月３０日新規事業化）を計画している。 

（仮称）一般県道竜舞足利線は、当該スマートＩＣへの唯一のアクセス道路であることから、本路線を整備

することにより、広域的な交流・連携の促進や災害時における安定的な輸送の確保及び広域医療体制の充実を

図るものである。 

 

事業内容  

・ルートは、都市計画道路3・5・106号７丁目大前線を基本とする。 

・車線数は、計画交通量に基づき２車線とする。 

・総 延 長 ：1,100m 

・計画交通量：5,700台／日 

・道路区分 ：第４種第１級 

・車 線 数 ：２車線  

・標準幅員 ：14.5m（車道3.25m×２、路肩1.5m×２、歩道2.5ｍ×２） 

 

事業予定 

期間 

令和５年度～令和９年度（予定） 

事業見込額 

及び内訳 

総事業費 約1８億円 

【事業スケジュール（予定）】 

用地調査：令和５年度 

用地取得：令和５年度～令和８年度 

工事実施：令和６年度～令和９年度 

事業費 

内 訳 

測量設計費：約  1億円 

用地補償費：約 11億円 

工 事 費：約  6億円 

財源 

内訳 

国 費 ：    

県 費 ：    

事業概要図  

別紙記載 

 

県計画への位置付け  

・「県土づくりプラン2021」：重点施策「成長を支える広域道路ネットワークの充実・強化」に位置づけら

れている。 

・「とちぎの道路・交通ビジョン2021」：「全国・海外と連携する交通ネットワークの充実・強化」に位置

づけられている。 

・「足利佐野 都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」：地域拠点地区、生活拠点地区の形成 

や、拠点地区間及び周辺地域との移動や連携の促進を図る「都市内連携軸」に位置づけられている。 

他計画・他事業との関連  

・「足利市都市計画マスタープラン」：主要幹線道路に位置づけられている。 

・（仮称）足利スマートＩＣ（足利市事業 令和５年度～） 

・（市）金丸五十部通り改良事業（令和５年度～令和９年度（予定）） 

・（市）五十部町４号線改良事業（令和５年度～令和９年度（予定）） 

・（市）山下五十部通り改良事業（令和５年度～令和９年度（予定）） 
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事 業 の 評 価  

評 
  

価 
 
 

の 
 
 

視 
 
 

点 

1.事業の必要性 

・都市の骨格を担う道路として、平成１３年１月に都市計画決定された道路である。 

・（仮称）足利スマートＩＣへの唯一のアクセス道路であることから、広域的な交流・ 

連携を促進するとともに災害時における安定的な輸送の確保をするため、SＩＣ事

業と一体となった整備が必要である。 

・足利赤十字病院（第三次救急医療機関）へのアクセス性を向上させる必要がある。 

2.事業の適時性 

（今事業に着手する

理由等） 

・（仮称）足利スマートＩＣは、令和５年度に着手予定であり、唯一のアクセス道路

である本工区についても整備に着手する必要がある。 

3.事業の適地性 ・ルートは、都市計画道路3・5・106号７丁目大前線を基本とする計画である。 

4.事業手法の適切性 

（県が事業主体とな

る理由等） 

・「県土づくりプラン2021」：重点施策「成長を支える広域道路ネットワークの充

実・強化」に位置づけられていることから、県が事業を実施する。 

・足利市が計画している（仮称）足利スマートＩＣを支援するため、県が事業を実施す

る。 

 

 

 

 

 

5.事業により予想さ

れる効果及び影響 

 
・機能的な効果 

・経済的な効果 

・他計画、他事業へ 

の波及効果 

・環境への影響など 

○投資効果 

・費用便益比（B/C） 1.9 

・総便益（B） 27.6億円 ※供用後50年間の効果を金銭に換算したもの 

走行時間短縮(24.5億円)、走行経費減少(2.9億円)、交通事故減少(0.1億円) 

・総費用（C）  14.6億円  ※建設費と供用後50年間の維持管理費を含む 

 

○道路ネットワークを強化することで、広域的な交流・連携を促進するとともに、災害

時における安定的な輸送の確保が図られる。 

 

〇足利赤十字病院（第三次救急医療機関）への緊急搬送時（北関東自動車道利用）

において、混雑する中心市街地や渡河橋梁を回避したアクセスが可能となり、広

域医療体制の充実が期待される。 

 

 

6.事業コスト縮減等

の可能性 

・建設発生土をＳＩＣランプ部の盛土材として工事間流用することでコスト縮減を図

る。 

・北関東自動車道交差部については、既存ボックスカルバードを活用することで、コ

スト縮減を図る。 

・再生材の利用に努め、コスト縮減を図る。 

事業の対応方針(案) 本事業については、令和５年度より着手する。 
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事 業 概 要 図

【標準横断図】
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Ｒ３ 交通量調査
17,940台/日
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（仮称）足利スマート ＩＣ

Ｒ３ 交通量調査
14,661台/日

足利赤十字病院
東側交差点

市 道 ① （市）金丸五十部通り
市 道 ② （市）五十部町４号線
市 道 ③ （市）山下五十部通り
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事 業 概 要 図
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①全景

②朝夕を中心に渋滞
（主）桐生岩舟線 足利赤十字病院東側交差点

足利赤十字病院

至 足利IC
至 太田桐生IC北関東自動車道

西中

三重小

文

文

至 足利市街地

足利市役所

（仮称）

足利スマートIC

至 桐生市
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（仮称）一般県道竜舞足利線

山下町工区

足利市山下町～五十部町

やましたちょう

やましたちょう よべちょ う

りゅうまい あしかが
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位 置 図

(仮称)(一)竜舞足利線 山下町

7 



8 



9 



①全景
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至 足利市街地

至 桐生市

②朝夕を中心に渋滞
（主）桐生岩舟線 足利赤十字病院東側交差点
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